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�平成２ ３年８月１ ９日閣議決定

� http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kihon
/main5_a4.htm
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�第4期科学技術基本計画とは

科学技術基本計画は、平成7年11月に公布・施行され
た科学技術基本法に基づき、科学技術の振興に関す
る施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本
的な計画であり、今後10年程度を見通した5年間の科
学技術政策を具体化するものとして、政府が策定する
もの。
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�科学技術基本法
（平成七年十一月十五日法律第百三十号）
第一章 総則（第一条～第八条）
（目的）
第一条 この法律は、科学技術（人文科学のみに係るものを除く。
以下同じ。）の振興に関する施策の基本となる事項を定め、科学技
術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進することにより、
我が国における科学技術の水準の向上を図り、もって我が国の経
済社会の発展と国民の福祉の向上に寄与するとともに世界の科学
技術の進歩と人類社会の持続的な発展に貢献することを目的とす
る。
第二章 科学技術基本計画（第九条）
第三章 研究開発の推進等（第十条～第十七条）
第四章 国際的な交流等の推進（第十八条）
第五章 科学技術に関する学習の振興等（第十九条）
附則
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�第４期報告書

科学技術基本法（平成７年法律第１３０号）第９
条第１項の規定に基づき、科学技術基本計画
を定める。
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� 第９条
政府は、科学技術の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推
進を図るため、科学技術の振興に関する基本的な計画（以下「科
学技術基本計画」という。）を策定しなければならない。
２ 科学技術基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとす
る。
一 研究開発（基礎研究、応用研究及び開発研究をいい、技術の
開発を含む。以下同じ。）の推進に関する総合的な方針
二 研究施設及び研究設備（以下「研究施設等」という。）の整備、
研究開発に係る情報化の促進その他の研究開発の推進のための
環境の整備に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策
三 その他科学技術の振興に関し必要な事項
（以下略）
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� これまでは？

平成8年から、3期15年にわたり、科学技術基
本計画を策定

・第1期：平成8年度～平成12年度

・第2期：平成13年度～平成17年度

・第3期：平成18年度～平成22年度

・第4期：平成23年度～平成27年度←←←← 今今今今ここここここここ！！！！
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�平成23年度から27年度までの5年間を対象

� 第4期科学技術基本計画に基づき、我が国
の科学技術イノベーション政策の振興が図ら
れる
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�概要

� Ⅰ 基本認識

� Ⅱ 将来に渡る持続的な成長と社会の発展の
実現

� Ⅲ 我が国が直面する重要課題への対応

� ⅣⅣⅣⅣ 基礎研究及基礎研究及基礎研究及基礎研究及びびびび人材育成人材育成人材育成人材育成のののの強化強化強化強化

� Ⅴ 社会とともに創り進める政策の展開
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� Ⅳ 基礎研究及び人材育成の強化

１．基本方針

さらに、我が国が世界トップクラスの人材を国内
外から惹き付け、世界の活力と一体となった研究
開発を推進していくためには、優優優優れたれたれたれた研究施設研究施設研究施設研究施設
やややや設備設備設備設備、、、、研究開発環境研究開発環境研究開発環境研究開発環境のののの整備整備整備整備をををを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要があがあがあがあ
るるるる。。。。このためこのためこのためこのため、、、、国際水準国際水準国際水準国際水準のののの研究環境及研究環境及研究環境及研究環境及びびびび基盤基盤基盤基盤のののの
形成形成形成形成をををを一層促進一層促進一層促進一層促進するするするする。。。。

２．基礎研究の抜本的強化

３．科学技術を担う人材の育成
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� Ⅳ 基礎研究及び人材育成の強化

４．国際水準の研究環境及び基盤の形成

（３）研究情報基盤の整備

研究情報基盤研究情報基盤研究情報基盤研究情報基盤はははは、、、、我我我我がががが国国国国のののの研究開発活動研究開発活動研究開発活動研究開発活動をををを支支支支えるえるえるえる基基基基
盤的情報盤的情報盤的情報盤的情報インフラインフラインフラインフラであり、これまでも研究情報ネットワー
クの整備や運用、研究成果の保存、発信など着実な推
進が図られてきた。一方、財政問題や事務体制、技術
的問題により、個々の機関では研究情報基盤の整備が
難しくなりつつある。これらを踏まえ、国として、研究成果
の情報発信と流通体制の一層の充実に向けて、研究情
報基盤の強化に向けた取組を推進する。
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� ４．国際水準の研究環境及び基盤の形成
（３）研究情報基盤の整備
（続き）
＜推進方策＞
・ 国国国国はははは、、、、大学大学大学大学やややや公的研究機関公的研究機関公的研究機関公的研究機関におけるにおけるにおけるにおける機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ
のののの構築構築構築構築をををを推進推進推進推進しししし、、、、論文論文論文論文、、、、観測観測観測観測、、、、実験実験実験実験データデータデータデータ等等等等のののの
教育研究成果教育研究成果教育研究成果教育研究成果のののの電子化電子化電子化電子化によるによるによるによる体系的収集体系的収集体系的収集体系的収集、、、、保存保存保存保存やややや
オープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスをををを促進促進促進促進するするするする。。。。またまたまたまた、、、、学協会学協会学協会学協会がががが
刊行刊行刊行刊行するするするする論文誌論文誌論文誌論文誌のののの電子化電子化電子化電子化、、、、国立国会図書館国立国会図書館国立国会図書館国立国会図書館やややや大学大学大学大学
図書館図書館図書館図書館がががが保有保有保有保有するするするする人文社会科学人文社会科学人文社会科学人文社会科学もももも含含含含めためためためた文献文献文献文献、、、、
資料資料資料資料のののの電子化及電子化及電子化及電子化及びびびびオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスをををを推進推進推進推進するするするする。。。。
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� ４．国際水準の研究環境及び基盤の形成
（３）研究情報基盤の整備
＜推進方策＞
（続き）
・ 国は、デジタル情報資源のネットワーク化、データの標準化、
コンテンツの所在を示す基本的な情報 整備、更に情報を
関連付ける機能の強化を進め、領域横断的な統合検索、
構造化、知識抽出の自動化を推進する。また、研究情報
全体を統合して検索、抽出することが可能な「知識知識知識知識インフインフインフインフ
ララララ」」」」としてのとしてのとしてのとしてのシステムシステムシステムシステムをををを構築構築構築構築しししし、、、、展開展開展開展開するするするする。

・ 国国国国はははは、、、、大学大学大学大学やややや公的研究機関公的研究機関公的研究機関公的研究機関がががが、、、、電子電子電子電子ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナルのののの効率的効率的効率的効率的、、、、
安定的安定的安定的安定的なななな購読購読購読購読がががが可能可能可能可能となるようとなるようとなるようとなるよう、、、、有効有効有効有効なななな方策方策方策方策をををを検討検討検討検討するこするこするこするこ
とをとをとをとを期待期待期待期待するするするする。。。。またまたまたまた、、、、国国国国はこれらのはこれらのはこれらのはこれらの取組取組取組取組をををを支援支援支援支援するするするする。。。。
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�ポイント

「機関リポジトリ」という用語はここしか出てこな
い。しかし，科学技術基本計画の中で，「重要
な基盤」として提示された，ということが重要。

国に対してオープンアクセス推進、電子ジャー
ナル活用のためのサービス向上への期待（リ
ンクリゾルバ、ディスカバリサービス）を表明
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�平成２４年７月公表

科学技術・学術審議会 学術分科会 研究

環境基盤部会 学術情報基盤作業部会

� http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu
/gijyutu4/toushin/1323857.htm

大図研大図研大図研大図研MLMLMLMLにてにてにてにて「「「「話話話話ののののタネタネタネタネ」」」」でででで紹介紹介紹介紹介したしたしたした
もんねもんねもんねもんね！！！！
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� 構成

１．学術情報基盤の整備と我が国の情報発信・流通の強化に
ついて

２．科学研究費補助金研究成果公開促進費（定期刊行物）の
改善について
３．科研費等競争的資金による研究成果のオープンアクセス化
への対応
４．機関リポジトリの活用による情報発信機能の強化について
５．学術情報の流通・発信力強化に関わる事業実施機関（NII、

JST、NDL、JSPS） の連携・協力等の取り組みについて
６．その他（略）

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1323861.htm
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� 簡単に言うと…

①科学研究費補助金研究成果公開促進費(学術定期
刊行物)の改善、②科研費等競争的資金による研究成
果のオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセス化化化化へのへのへのへの対応対応対応対応、③機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリのののの
活用活用活用活用によるによるによるによる情報発信機能情報発信機能情報発信機能情報発信機能のののの強化強化強化強化、④学術情報基盤の
強化のための環境整備に関わる機関（NII、JST、NDL、
JSPS）の連携・協力等の取組強化に関するとりまとめを
行った。
今後、大学、学協会、関係機関が結集して、個々の
研究者の対応を含め、我が国からの学術情報の発信・
流通を高めるための取組を強化し、知的国際競争力の
向上に寄与することが望まれる。
（「はじめに」の末尾より）
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� はじめに
（前略）
学術研究の推進のためには、情報を必要とする人々に
対してタイムリーに広くアクセスが保証されていることは
必須の条件である。それと同時に優れた研究成果を
国内外に迅速に発信・流通させ、さらに社会に活かし
ていくことが重要であり、そのことが日本の知的存在感
を向上させ、世界中から優秀な人材を引きつけること
により、我が国の学術の更なる発展及び社会全体の
活性化につながる。
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� はじめに
（略）
我が国の学術レベルについては、様々な分野で世界
トップ水準 にある一方で、我が国としての学術情報発
信力は高いとは言えない。例えば、研究成果としての
論文発表の場であるジャーナル（学術雑誌）に関して、
国際的に有力なジャーナルが国内に少ないこともあり、
国内で生産される論文の約８割が海外のジャーナルに
掲載されている。優れた研究成果が電子化されていな
いため、結果的に十分流通していない可能性もあること
から、よりよりよりより多多多多くのくのくのくの成果成果成果成果がががが電子化電子化電子化電子化されされされされ、、、、日本発日本発日本発日本発でででで国際的国際的国際的国際的にににに
発信発信発信発信・・・・共有共有共有共有されるされるされるされる流通流通流通流通システムシステムシステムシステムのののの整備整備整備整備がががが必要必要必要必要である。
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�はじめに

（略）

第４期科学技術基本計画においても、このよう
な学術情報基盤の整備に関して、研究教育研究教育研究教育研究教育
成果成果成果成果のののの電子化電子化電子化電子化およびおよびおよびおよびオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスのののの推進推進推進推進、、、、
大学等大学等大学等大学等におけるにおけるにおけるにおける機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリのののの構築構築構築構築、、、、さらにさらにさらにさらに
ははははデジタルデジタルデジタルデジタル情報資源情報資源情報資源情報資源ををををネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化しししし、、、、学術学術学術学術
情報基盤全体情報基盤全体情報基盤全体情報基盤全体をををを「「「「知識知識知識知識インフラインフラインフラインフラ」」」」としてとしてとしてとして統合的統合的統合的統合的
にににに展開展開展開展開していくことがしていくことがしていくことがしていくことが謳謳謳謳われているわれているわれているわれている。。。。
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� はじめに

（略）

学術情報流通の世界的な動向としても、海外の商
業出版社や大手学会が刊行し、大学図書館が提供
する電子ジャーナルは広く普及し、全般的なアクセス
は大幅に進展している一方、継続的な購読料の値
上がりや契約方法への批判も強まっている。それを
背景として、論文等の成果に無償で制約なくアクセス
できるようにするオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセスオープンアクセス化化化化をををを促進促進促進促進すべきとすべきとすべきとすべきと
のののの流流流流れがれがれがれが世界的世界的世界的世界的にににに強強強強まっているまっているまっているまっている。。。。
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�はじめに

（続き）

日本の研究・教育拠点である大学や研究所において
は、自ら生み出す様々な学術情報(成果である論文、
研究データ、教材など)を集約、保存、発信し、それら
を次の研究・教育に活かすための仕組みとして「「「「機関機関機関機関
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ」」」」のののの構築構築構築構築がががが進進進進められているめられているめられているめられている。。。。大学等が日本全
体での整備・展開が必要とされている「「「「知識知識知識知識インフラインフラインフラインフラ」」」」
のののの一翼一翼一翼一翼をををを担担担担うためにもうためにもうためにもうためにも、、、、機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリのののの有効活用有効活用有効活用有効活用とととと大大大大
学学学学でのでのでのでの戦略的位置付戦略的位置付戦略的位置付戦略的位置付けはけはけはけは重要重要重要重要なななな課題課題課題課題である。
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� １．学術情報基盤の整備と我が国の情報発
信・流通の強化について

・電子ジャーナル
・自然科学系が中心，人文・社会系は遅れている
・オープンアクセスへの大きな関心
・日本における有力ジャーナルの育成が不可欠
・「知識インフラ」（第4期科学技術基本計画）の構築に向け
た取り組み

・・・・OAのののの育成育成育成育成，，，，機関機関機関機関リポリポリポリポのののの活用活用活用活用
・・・・「「「「機関機関機関機関リポリポリポリポのののの整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実がががが重要重要重要重要」」」」のののの認識認識認識認識のののの一層一層一層一層のののの普及普及普及普及
・・・・関連機関関連機関関連機関関連機関のののの支援支援支援支援のためののためののためののための環境整備環境整備環境整備環境整備，，，，連携連携連携連携，，，，役割分担役割分担役割分担役割分担
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� ２．科学研究費補助金研究成果公開促進費
（定期刊行物）の改善について

・定期刊行物の助成
・競争性が不十分
・予算縮小，応募件数減少
・日本における有力ジャーナルの育成が不可欠
・EJ発行の経費対象にならず

・・・・ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナルへのへのへのへの支援支援支援支援，，，，改善取改善取改善取改善取りりりり組組組組みのみのみのみの重視重視重視重視のののの明確化明確化明確化明確化
・・・・OAのののの育成推進育成推進育成推進育成推進
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� ３．科研費等競争的資金による研究成果の
オープンアクセス化への対応

・オープンアクセス化の必要性
・オープンアクセス化の方法
・OAジャーナルとウェブサイト

・・・・機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリををををOA化化化化のののの受受受受けけけけ皿皿皿皿としてとしてとしてとして活用活用活用活用することがすることがすることがすることが現実現実現実現実
的的的的なななな方策方策方策方策
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� ４．機関リポジトリの活用による情報発信機能
の強化について

・機関リポジトリの役割・意義
・機関リポジトリの現状
・JAIRO Cloudにより加速が見込まれる

・・・・機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリののののコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ充実充実充実充実へのへのへのへの工夫工夫工夫工夫のののの共有化共有化共有化共有化がががが重要重要重要重要
・・・・機関機関機関機関リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ＝＝＝＝OA＝＝＝＝学術情報学術情報学術情報学術情報のののの社会還元社会還元社会還元社会還元のののの理解理解理解理解をををを促促促促すすすす
・・・・認証評価等認証評価等認証評価等認証評価等におけるにおけるにおけるにおける評価評価評価評価へのへのへのへの組組組組みみみみ入入入入れれれれ
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� ５．学術情報流通・発信力強化に関わる事業
実施機関（NII、JST、NDL、JSPS）の連携・」
協力等の取り組み協会について

・限られた資源の中での効率的・効果的な施策展開のため，
連携・協力，役割分担を進め，事業の拡充・強化

・・・・JaLCによるによるによるによるDOI付与付与付与付与
・・・・J-STAGE3によるによるによるによるEJ流通機能流通機能流通機能流通機能のののの高度化高度化高度化高度化
・・・・SPARC Japanをををを活用活用活用活用したしたしたした情報共有情報共有情報共有情報共有によるによるによるによる国際化国際化国際化国際化のののの促進促進促進促進
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� 「大学図書館における先進的な取り組みの実
践例－大学の学習・教育・研究活動の質的充
実と向上のために－」

http://www.mext.go.jp/b_menu/shuppan/sonot
a/detail/1314091.htm

も見ておきましょう！
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